
この適用題を全て

の子供が自力で解

くためには、 

どんな力が必要で

しょうか。 

図（面積図や数直線）をもとに立式の根拠を説明する力をつける！！ 
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→そのために… 
・何が１（全体の量）なの 
 かを捉える。 
・２数直線図に関係を整理 
 する。 
・割合を表す分数を使って 
 かけ算の立式ができる。 

ただ立式をするだけ
でなく、問題場面を
正確に数直線に整理
して表し、それを根
拠に説明する力も必
要ですね。 

１
４Ｌが１にあたる大

きさであること、求

める量が 
１
４

 Ｌを１と

したときの、 

 
２
３
にあたる大きさで

あることを理解で

きている必要があ

りますね。 

まずは面積図をもとに量感をつかみます。実際の割

合で板書し、子供のノートにも同じようにかかせます。 

ポイント① 問題場面を面積図に表す 

面積図に対応する数直線を用いて、整数などの把握しやすい
数に置きかえて考えたり、既習の性質を確認したりしながら理
解を促します。 

１にあたるのは花だ

ん全体の面積だから

ここだね（面積図全

体を太い線で囲む）。 

求める面積は、花だん
全体（１２㎡）を１とした

ときの
３
４

 にあたる大き

さいうことだね。 

ポイント③ 既習事項を図に位置付ける 

３
４
をかけるということは、

１２㎡を１としたときの
３
４
に

あたる大きさをもとめる

ということなんだね。 
「何を１とするか」について、全員が同じ図を使ってアウトプットする。 

ポイント② 面積図と数直線を関連させながら立式の根拠を説明し合う 

１２㎡を１としたときの２

にあたる大きさを求める

計算は１２×２、 

１．５にあたる大きさは 

１２×１．５と表したよ。 

分数も全体を１とし
たときの大きさ（割
合）を表すことがで
きるのですね。つま
り、整数や小数と同
じように、 
全体の大きさ×割合
で求められますね。 

求める面積は１２㎡を１

としたときの
３
４
にあたる

大きさだから、１２× 
３
４

になるんだね。 


